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予防啓発団員による放水演習 



　
こ
の
た
び
、
5
月
の
臨
時

会
に
お
き
ま
し
て
、
議
員
各

位
の
ご
推
挙
に
よ
り
、
議
長

の
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
、
そ
の
職
務

の
重
み
を
痛
感
し
、
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。
 

　
本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、

子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成

や
高
齢
者
の
見
守
り
を
含
め

た
福
祉
対
策
、
あ
る
い
は
防

災
や
環
境
の
問
題
な
ど
や
り

た
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
一
朝
一
夕
で
は
解
決

で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ま
ず
「
住
民
の
皆
さ

ま
の
お
声
を
聞
く
」
こ
と
が

第
一
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
 

　
よ
り
開
か
れ
た
議
会
で
の

議
論
を
通
し
、
本
町
の
健
全

な
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上

の
た
め
、
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
 

　
「
み
ん
な
で
や
り
た
い
」
 

　
ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
、
さ

ら
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

　
こ
の
た
び
、
議
員
皆
さ
ま

の
ご
推
挙
に
よ
り
、
副
議
長

の
重
責
を
担
う
こ
と
に
な
り

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
一

杯
で
す
。
ま
だ
、
経
験
も
浅

く
、
そ
の
器
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
皆
さ
ま
方
の
ご
期
待

に
添
え
る
よ
う
責
務
を
精
一

杯
努
め
る
覚
悟
で
す
。
 

　
人
は
財
産
、
子
は
宝
、
町

の
未
来
が
町
民
の
皆
さ
ま
や

子
ど
も
た
ち
に
少
し
で
も
期

待
が
持
て
る
環
境
づ
く
り
に

力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
 

　
ま
た
、
国
内
で
は
種
々
色
々

な
問
題
が
発
生
し
て
お
り
、

議
会
に
付
託
さ
れ
る
案
件
に

も
本
町
と
し
て
の
意
見
を
国

や
県
に
、
皆
さ
ま
の
声
の
代

弁
者
と
し
て
機
会
あ
る
ご
と

に
情
報
発
信
し
て
い
き
ま
す
。
 

　
皆
さ
ま
方
の
今
後
の
ご
支

援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

心
よ
り
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

　
5
月
9
日
の
臨
時
会
で
平
成
26
年
度
の

議
会
体
制
を
決
定
し
ま
し
た
。
議
長
、副
議

長
を
選
び
、常
任
委
員
会
を
は
じ
め
各
種
委

員
会
な
ど
の
構
成
委
員
を
見
直
し
ま
し
た
。
 

議長　倉知敏美 
当選3回 

（大政クラブ） 
69歳　秋田 

副議長　宮田和美 

新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
 

新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
 

議
長
に
倉
知
敏
美
、副
議
長
に
宮
田
和
美
を
選
出
 

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
 

住
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
聞
く
 

本
町
の
意
見
を
国
や
県
に
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委員長　酒井闊治　　副委員長　丹羽　孝 

吉田　正　　柘植　満　　伊藤　浩 

前田新生　　齊木一三　　倉知敏美 

地域協働部・建設部・総務部・会計室の所管事項
の調査、条例、予算などの審査をします。 

定数　8人 

総 務 建 設 常 任 委 員 会  

委員長　土田　進　　副委員長　江幡満世志 

大島保憲　　岡　孝夫　　宮田和美 

丹羽　勉　　木野春徳　　　　　　 

健康福祉部・生涯教育部の所管事項の調査、条例、
予算などの審査をします。 

定数　7人 

文 教 福 祉 常 任 委 員 会  

委員長　丹羽　勉　　副委員長　岡　孝夫 

江幡満世志　　柘植　満　　土田　進 

　宮田和美　　　酒井闊治　　木野春徳 

議会運営や議長の諮問に関する事項を協議します。 

定数　8人 

議 会 運 営 委 員 会  

委員長　丹羽　孝　　副委員長　伊藤　浩 

吉田　正　　前田新生　　岡　孝夫　　齊木一三 

 
新しい視点や発想で、議会だよりの編集発行を 
協議します。 

定数　6人 

議 会 広 報 常 任 委 員 会  

委員長　吉田　正　　副委員長　丹羽　孝 

江幡満世志　柘植　満　　伊藤　浩　　前田新生 

大島保憲　　岡　孝夫　　土田　進　　齊木一三 

宮田和美　　酒井闊治　　丹羽　勉　　木野春徳 

倉知敏美　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

議会や議員が果たすべき役割を精査し、今後の議
会活動の規範となる議会基本条例を策定します。 

議会基本条例策定特別委員会 

齊木一三 

適切な行財政運営が行われているか定期的に 
監査します。 

議 会 選 出 監 査 委 員  

江幡満世志　　伊藤　浩　　酒井闊治 

丹羽　勉　　　木野春徳 

丹 羽 広 域 事 務 組 合 議 員  

吉田　正　　柘植　満　　岡　孝夫 

江 南 丹 羽 環 境 管 理 組 合 議 員  

大島保憲　　丹羽　孝　　土田　進 

愛 北 広 域 事 務 組 合 議 会 議 員  

前田新生 

尾 張 水 害 予 防 組 合 会 議 員  
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　6月定例会は、6月4日より6月20日までの17日間の会期で開催

しました。 

　町提出議案は、工場立地法地域準則条例の制定や補正予

算など14議案が提出されました。採決の結果、税条例等の一部

改正が賛成多数、他の議案は全会一致で可決しました。 

　そのほか請願1件、陳情2件を審議し、請願1件を不採択しました。 

　議員提出議案7件が提出され、3議案を全員賛成で可決、他

の議案は否決しました。 

　一般質問では、8議員が町政全般にわたり質問しました。 

6月議会で決まった主な内容 

○工場立地法地域準則条例の制定 
・特定工場の緑化面積率等を緩和し、町外への転出防止や工

場増改築等の活性化を図る 

○税条例等の一部改正 
・地方税法と軽自動車税の税率の改正。自家用軽自動車は年

3600円のアップとなる 

○中央公民館等耐震補強工事 
 6億4400万円 

○小中学校パソコン等機器購入 
 1億6308万円 

○大口中学校非構造部材耐震工事 
 9050万円 
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問 □ 

問 □ 

答 □ 答 □ 

答 □ 

問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 答 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 答 □ 問 □ 

質疑あれこれ
議案質疑、総務建設及び文教福祉の

各常任委員会での主な質疑を掲載します。 

質疑あれこれ

制
定
の
目
的
は
。
 

 町
内
に
あ
る
市
街
化
区

域
、
市
街
化
調
整
区
域
に
関

わ
ら
ず
、
工
場
誘
致
し
た
１７

の
既
存
工
場
や
新
設
工
場
に

対
し
、
継
続
的
な
企
業
活
動

を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

緑
地
面
積
率
の
緩
和
を
図
る
。
 

 
近
隣
市
町
の
状
況
は
。
 

 小
牧
市
は
7
月
に
条
例

制
定
を
予
定
し
て
い
る
。
工

業
地
域
は
5
パ
ー
セ
ン
ト
、

準
工
業
地
域
は
１０
パ
ー
セ
ン

ト
か
ら
１５
パ
ー
セ
ン
ト
と
い

う
よ
う
な
設
定
が
さ
れ
て
い

る
。
  

現
状
の
緑
化
率
を
維
持

し
て
ほ
し
い
が
。
 

 グ
リ
ー
ン
帯
を
減
ら
す

こ
と
の
な
い
よ
う
努
力
し
て

い
く
。
 

 
新
税
率
に
よ
り
値
上
げ

と
な
る
軽
自
動
車
税
は
、
平

成
２７
年
4
月
1
日
以
降
に
初

め
て
車
両
番
号
の
指
定
を
受

け
た
も
の
が
対
象
と
な
っ
て

い
る
が
、
車
検
は
影
響
あ
る

の
か
。
 

 ２７
年
4
月
1
日
以
降
に

初
の
登
録
で
車
検
証
が
で
き

る
も
の
が
対
象
と
な
る
。
 

 車
両
登
録
後
、
１４
年
以

上
経
過
し
て
い
る
も
の
は
、

税
金
が
高
く
な
る
の
か
。
 

 １３
年
経
過
し
た
3
輪
以

上
の
車
両
は
、
税
金
が
高
く

な
る
。
 

 

指
定
管
理
者
が
優
先
予

約
し
て
い
な
い
か
。
 

 予
約
は
、
年
間
を
通
し

て
学
校
行
事
を
優
先
と
し
、

次
に
一
般
の
利
用
者
と
な
る
。

教
室
な
ど
で
使
い
た
い
時
は
、

迷
惑
の
か
か
ら
な
い
時
間
帯

で
調
整
し
て
い
る
。
 

 
指
名
競
争
入
札
に
参
加

の
6
社
が
辞
退
。
理
由
は
何

か
。
  機

器
メ
ー
カ
ー
と
の
兼

ね
合
い
、
納
期
に
間
に
合
わ

な
い
な
ど
が
辞
退
理
由
で
あ

る
。
  

ス
ク
ー
ル
バ
ス
増
車
の

理
由
は
。
 

 河
北
地
区
の
小
学
1
、

2
年
生
の
児
童
が
増
え
た
た

め
。
  予

算
は
計
上
し
な
か
っ

た
の
か
。
 

 当
初
予
算
の
段
階
で
は
、

確
定
人
数
が
分
か
ら
な
か
っ

た
。
  

丹
羽
広
域
事
務
組
合
へ

の
２４
万
円
の
支
出
は
適
正
か
。
 

 規
約
の
負
担
割
合
に
基

づ
き
、
支
払
う
の
が
適
正
で

あ
る
。
 

    税
条
例
等
の
一
部
改
正
 

 

丹
羽
　
孝
 

　
地
方
税
法
等
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
所
要
の
整
備

を
図
る
た
め
に
改
正
さ
れ

た
も
の
で
、
内
容
も
適
切
。
    

吉
田
　
正
 

　
消
費
税
の
負
担
が
増
や

さ
れ
、
さ
ら
に
歳
入
で
削

ら
れ
て
は
、
こ
れ
ま
で
の

行
政
改
革
や
節
約
を
行
い
、

不
交
付
団
体
継
続
の
努
力

が
水
の
泡
と
消
え
て
し
ま

う
。
 

 

反
対
 

賛
成
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賛
成
討
論
 

反
対
討
論
 

討論 

質疑あれこれ
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体
育
施
設
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ツ
開
放
に
関
す
る
条
例
 

条
例
の
制
定
・
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正
 

平
成
２６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
 

パ
ソ
コ
ン
の
購
入
 



賛否の分かれた議案 賛否の分かれた議案 賛否の分かれた議案 
他の16議案は全員賛成で可決 

税条例等の一部改正 

「教育委員会改悪法」に反対する意見書 

特定秘密保護法の廃止を求める意見書 

消費税増税の中止を求める意見書 

秘密交渉のTPP交渉から撤退を検討するよう求
める意見書 
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× 
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可決 

否決 

否決 

否決 

否決 

江

幡

 

吉

田

 

柘

植

 

伊

藤

 

前

田

 

大

島

 

丹
羽（
孝
） 

岡
 

土

田

 

齊

木

 

宮

田

 

酒

井

 

丹
羽（
勉
） 

木

野

 

倉

知

 

結

果

 

議　　　員　　　名 

議　　案　　名 

（議長は裁決に加わらないため空白） 

○＝賛成　　×＝反対 

質疑あれこれ

討論 

討論 

討論 

討論 
秘
密
交
渉
の
T
P
P
交

渉
か
ら
撤
退
を
検
討
す

る
よ
う
求
め
る
意
見
書
  

吉
田
　
正
 

　
ア
メ
リ
カ
は
、
農
産
物

だ
け
で
な
く
、
医
療
や
保

険
の
分
野
ま
で
も
開
放
せ

よ
と
迫
っ
て
い
る
。
対
等

な
立
場
で
交
渉
し
て
い
る

と
は
思
え
な
い
。
 

   

前
田
新
生
 

　
交
渉
が
大
詰
め
に
あ
る

こ
の
時
期
に
、
日
本
が
一

方
的
に
撤
退
す
る
こ
と
は
、

国
際
社
会
で
の
日
本
の
信

頼
の
失
墜
を
招
き
、
他
の

参
加
国
と
の
関
係
悪
化
も

想
定
さ
れ
る
。
 反

対
 

賛
成
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賛
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論
 

反
対
討
論
 

特
定
秘
密
保
護
法
の
廃

止
を
求
め
る
意
見
書
 

  

吉
田
　
正
 

　
国
民
の
知
る
権
利
が
大

幅
に
制
限
さ
れ
、
取
材
・

報
道
の
自
由
、
表
現
・
出

版
の
自
由
、
学
問
の
自
由

な
ど
憲
法
で
保
障
さ
れ
て

い
る
基
本
的
人
権
が
著
し

く
侵
害
さ
れ
る
。
 

    

丹
羽
　
孝
 

　
秘
密
保
護
に
関
す
る
全

省
庁
共
通
の
ル
ー
ル
を
整

備
し
、
安
全
保
障
上
の
秘

密
情
報
を
統
一
的
に
取
り

扱
う
た
め
の
枠
組
み
を
確

立
す
る
こ
と
が
必
要
。
 

反
対
 

賛
成
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論
 

反
対
討
論
 

消
費
税
増
税
の
中
止
を

求
め
る
意
見
書
 

 

 

吉
田
　
正
 

　
一
部
の
大
企
業
や
金
持

ち
だ
け
が
利
す
る
消
費
税

で
あ
る
。
社
会
保
障
の
た

め
に
使
わ
れ
な
い
消
費
税

の
増
税
は
、
行
う
べ
き
で

は
な
い
。
 

     

伊
藤
　
浩
 

　
社
会
保
障
費
は
、
高
齢

化
の
進
展
で
今
後
も
増
え

続
け
る
。
増
税
さ
れ
た
消

費
税
の
使
い
道
は
、
政
府

は
高
齢
者
の
み
な
ら
ず
、

現
役
世
代
の
医
療
や
子
育

て
に
も
拡
大
す
る
方
針
。
 

反
対
 

賛
成
 12 2

賛
成
討
論
 

反
対
討
論
 

「
教
育
委
員
会
改
悪
法
」

に
反
対
す
る
意
見
書
 

  

江
幡
満
世
志
 

　
義
務
教
育
の
中
で
、
「
思

想
の
自
由
」
で
は
な
く
、

「
国
家
の
思
想
」
を
教
育

し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
。
 

    

大
島
保
憲
 

　
教
育
の
政
治
的
中
立
性
、

安
定
性
を
確
保
し
つ
つ
、

地
方
教
育
行
政
に
お
け
る

責
任
の
明
確
化
と
危
機
管

理
体
制
の
構
築
、
首
長
と

の
連
携
を
図
る
。
 

反
対
 

賛
成
 12 2

賛
成
討
論
 

反
対
討
論
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全員賛成で国へ意見書提出 

【抜粋】 
　当地域は経済活動等において恵まれた地域であり、
日本全国を見れば交付税制度維持は不可欠である
と認識しており、地方税法等の一部改正に伴う町条
例の改正を行ったところであります。 
　しかしながら、今回の消費税率アップ分の地方消
費税交付金の算定が居住人口で配分されることから、
国においても試算されておりますように、本町では、
歳出面の負担増に加え歳入面でも財源を失うという
二重の対応に苦慮することになります。 

　先人の想いを胸に、これからも自主自立の行財政
運営維持にまい進する所存でありますので、そういっ
た我々の意思と決意をお汲み取り頂き、下記事項に
格別のご配慮を賜りますようお願い申し上げます。 

記 
 
　税率改正による地方消費税交付金の算定基礎
から外れた従業員割合分を、特別交付税において
措置するようにご配慮頂きたい。 

【地方法人税運用の改善を求める意見書】 

【抜粋】 
　全国の自治体では、平成27年度から第6期介護
保険事業計画の策定に向けて、いわゆる「2025年」
の姿を展望しながら、増高する保険料などに苦慮し
ながら取り組みを行っているところです。 
　全国の自治体平等に、国の積極的な支援を図る
よう、下記のとおり要望します。 

記 
 

　医療・介護・福祉の良質な人材を確保するため
国家戦略として抜本的な対策を講じること。特に
介護人材については、平成37年に向けてさらに
100万人のマンパワーが必要とされており、次期
介護報酬改定に向けて的確な対応を行うこと。 
　また、外国人材の活動が議論されているが、現
在の介護人材の社会的評価に与える影響を十
分考慮し、慎重な議論を行うこと。 

【地域包括ケアシステム構築のため支援を求める意見書】 

将来の大口町の 
財政を考えて 
将来の大口町の 
財政を考えて 

【抜粋】 
　日本国憲法は前文で、「政府の行為によって再び
戦争の惨禍が起ることのないよう」と述べるとともに、
「平和を愛する諸国民の公正と信義に信頼して」「安
全と生存を保持しようと決意した」としている。世界
でも今、戦争ではなく平和的・外交的努力で問題を
解決することが大きな流れとなっている。東南アジア
諸国連合（ASEAN）では、互恵と紛争の平和的な
解決の枠組みづくりが大きく前進してきている。憲

法を生かしてアジアと世界の平和に貢献する道をこそ、
日本が進むべきである。世論調査でも集団的自衛
権行使に反対の声が賛成を上回り、日本弁護士会
や歴代の内閣法制局長官もこれに反対する声を上
げている。 
　よって、国及び政府においては、憲法解釈の変更
による集団的自衛権の行使容認については、慎重
に審議されるよう強く求める。 

【憲法解釈の変更による集団的自衛権の行使容認に慎重な対応を求める意見書】 
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一
　
般 

質
　
問 

前

田

新

生

 

前田新生  

歴史公文書の整理・保存ルールを 
部長 位置づけを検討していく 

町政を問う 町政を問う 町政を問う 町政を問う 
一般質問 ここが聞きたい!

8議員が質問 

パ
ス
ポ
ー
ト
窓
口
の
設
置
を
 

部
長 

近
隣
市
町
の
動
向
を
 

見
な
が
ら
判
断
し
た
い
 

小牧市役所のパスポート窓口 

地
方
分
権
に
よ
る
事

務
の
増
加
に
伴
い
、

重
要
な
公
文
書
が
多
く
な
っ

て
い
る
。
町
の
基
盤
と
な
っ

た
土
地
改
良
事
業
や
工
場
誘

致
事
業
の
資
料
が
十
分
に
保

存
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
が
、

公
文
書
の
管
理
ル
ー
ル
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。
 

平
成
元
年
に
定

め
た
「
文
書
取

扱
規
程
」
に
基
づ
き
整
理
・

保
存
、
期
限
の
過
ぎ
た
文
書

の
廃
棄
を
し
て
い
る
。
 

 

国
の
「
公
文
書
等
の

管
理
に
関
す
る
法
律
」

で
は
、
写
真
な
ど
の
図
画
も

公
文
書
と
し
て
位
置
づ
け
て

い
る
が
、
町
に
は
定
め
が
な

い
。
行
事
ご
と
の
写
真
は
ど

う
し
て
い
る
か
。
 

 

各
課
で
文
書
と

は
別
に
任
意
で

保
管
し
て
い
る
。
 

 

法
律
で
は
、
自
治
体

に
歴
史
公
文
書
の
管

理
ル
ー
ル
の
制
定
を
求
め
て

い
る
。
本
町
で
も
重
要
な
事

業
の
公
文
書
は
、
歴
史
資
料

と
し
て
ル
ー
ル
を
つ
く
り
、

図
書
館
な
ど
で
管
理
で
き
な

い
か
。
 

必
要
な
文
書
は
、

永
年
保
存
と
し

て
管
理
し
て
い
る
。
公
文
書

が
増
え
て
い
る
現
状
か
ら
歴

史
公
文
書
の
位
置
づ
け
、
判

断
基
準
や
保
存
年
限
を
検
討

し
て
い
く
。
ま
た
、
図
書
館

や
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、

成
果
物
と
し
て
作
成
さ
れ
た

冊
子
な
ど
を
保
管
し
て
い
る
。
 

 

町
民
の
パ
ス
ポ
ー
ト

申
請
、
交
付
件
数
は
。
 

平
成
２５
年
ま

で
の
5
年
間

で
は
、
3
4
3
9
件
あ
り
、

年
平
均
約
6
9
0
件
あ
る
。
 

 

２４
年
度
か
ら
市
町
村

で
も
交
付
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
が
、
現
在
ま
で

に
窓
口
を
設
置
し
た
近
隣
市

町
は
。
 

  

春
日
井
市
や

小
牧
市
が
あ

り
、
犬
山
市
は
検
討
中
で
あ

る
。
 

 

交
付
の
た
め
名
古
屋

ま
で
行
く
の
は
負
担

が
大
き
い
。
本
町
も
窓
口
を

設
置
し
て
は
。
 近

隣
市
町
の

動
向
を
見
な

が
ら
判
断
し
て
い
き
た
い
。
 

前
田 

前
田 

前
田 

前
田 

前
田 

前
田 

総
務
部
長 

総
務
部
長 

総
務
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 
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問 □ 

交
通
利
用
増
大
に
よ

る
自
動
車
公
害
、
大

気
汚
染
の
対
策
も
要
望
す
べ

き
と
考
え
る
が
。
 

国
道
事
務
所
に
、

よ
り
安
全
で
利

便
性
の
高
い
整
備
が
さ
れ
る

よ
う
要
望
し
て
い
く
。
 

 

町
内
の
ア
ク
セ
ス
道

路
の
渋
滞
緩
和
対
策

は
。
 

交
差
点
の
形
状
、

国
道
に
ア
ク
セ

ス
す
る
交
通
量
な
ど
が
変
わ

っ
て
く
る
の
で
、
交
通
安
全

な
ど
に
留
意
し
て
国
道
事
務

所
や
江
南
警
察
署
と
協
議
し

て
い
く
。
 

 

未
来
を
見
据
え
て
土

地
利
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
立
ち
上
げ
た
概
要
は
。
 

若
手
職
員
6
人

で
組
織
し
、
将

来
を
見
据
え
た
道
路
網
や
土

地
利
用
計
画
の
検
討
を
し
て

い
る
。
 

 

不
要
な
犬
や
猫
が
、

県
下
で
は
5
0
0
0

匹
に
も
及
び
、
ほ
と
ん
ど
が

殺
処
分
さ
れ
て
い
る
。
不
要

な
子
犬
や
子
猫
を
増
や
さ
な

い
た
め
に
避
妊
、
去
勢
手
術

の
費
用
を
一
部
負
担
す
る
補

助
制
度
を
導
入
し
て
は
。
 

税
負
担
の
公

平
性
の
観
点

か
ら
も
犬
・
猫
と
も
に
飼
い

主
の
責
任
で
実
施
し
て
も
ら

う
。
 

捨
て
犬
、
捨
て
猫
行

為
は
、
遺
棄
犯
罪
と

な
る
な
ど
動
物
愛
護
法
が
大

幅
に
改
正
さ
れ
た
。
近
隣
で

は
江
南
市
が
補
助
制
度
を
導

入
し
て
い
る
が
、
本
町
は
な

ぜ
制
度
化
し
な
い
の
か
。
 

飼
い
主
が
最

後
ま
で
責
任

を
も
っ
て
飼
う
こ
と
を
基
本

と
考
え
て
い
る
。
 

大
島 

大
島 

大
島 

大
島 

大
島 

建
設
部
長 

建
設
部
長 

建
設
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

大島保憲  

一
　
般 

質
　
問 

大

島

保

憲

 

6車線になる国道41号 

最後まで責任をもって飼ってね 

補助制度を導入しては 
部長 飼い主の責任で実施していただく 

犬・猫の避妊、去勢手術 

6
車
線
化
に
伴
う
対
策
は
 

部
長 
関
係
機
関
と
協
議
し
て
い
く 

国
道
４１
号 

【その他の質問】 
　公共施設空間を利用した再生
可能エネルギーの検討は。 
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問 □ 

問 □ 
吉田　正  

一
　
般 

質
　
問 

吉

田

　

正

 

本
町
に
は
、
１８
時
３０

分
以
降
、
0
歳
児
で

保
育
に
欠
け
る
児
童
は
い
な

い
の
か
。
 

0
歳
児
で
保

育
園
に
入
園

し
て
い
る
園
児
は
2
人
い
る
。

2
人
の
母
親
は
、
１８
時
ま
で

勤
務
し
て
い
る
が
、
家
族
の

支
援
に
よ
り
１６
時
３０
分
以
降

の
延
長
保
育
は
利
用
し
て
い

な
い
。
 

 

何
時
ま
で
預
か
っ
て

ほ
し
い
の
か
、
町
は

ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
た
こ
と
が

あ
る
の
か
。
 

預
か
っ
て
ほ

し
い
と
い
う

ニ
ー
ズ
は
聞
い
て
い
な
い
。
 

 

保
護
者
に
聞
い
て
も

い
な
い
の
に
、
ニ
ー

ズ
が
な
い
と
言
い
切
れ
る
の

か
。
１８
時
３０
分
ま
で
し
か
預

か
っ
て
も
ら
え
な
い
と
い
う

こ
と
で
、
保
護
者
の
方
は
諦

め
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
 

保
護
者
か
ら

の
要
望
は
確

認
し
て
い
な
い
。
 

 

平
成
２６
年
度
以
降
、

１９
時
か
ら
１８
時
３０
分

に
変
更
さ
れ
た
。
家
族
の
手

助
け
が
な
い
と
、
１８
時
３０
分

ま
で
の
保
育
で
は
足
ら
な
く

な
る
。
ニ
ー
ズ
が
あ
っ
た
場

合
ど
う
す
る
の
か
。
 

公
の
保
育
園
、
民

営
化
の
保
育
園
と

の
機
能
を
分
担
す
る
中
で
、

利
用
状
況
や
要
望
な
ど
を
検

討
し
た
結
果
で
進
め
て
き
た
。
  

何
時
ま
で
預
か
っ
て

ほ
し
い
の
か
、
保
護

者
に
聞
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

明
確
な
答
弁
が
な
い
の
で
9

月
定
例
会
で
再
度
問
う
。
 

吉
田 

吉
田 

吉
田 

吉
田 

吉
田 

健
康
福
祉
部
長 
健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

副
町
長 

ニ
ー
ズ
が
な
い
と
言
い
切
れ
る
の
か
 

部
長 

確
認
し
て
い
な
い
 

なぜ18時30分までなのか 
部長 利用者がいない 

0歳児保育 

0歳児保育で18時30分までは大口町だけ 

【その他の質問】 
　高齢者や障がい者の声を生か
したタクシー助成を 

　原発0を求めるべきではないか 
ゼロ 

「保育に欠ける児童」とは 
児童の保護者が、①昼間、自宅外で仕事
をする。②昼間、自宅内で日常の家事以外
の仕事をする。③妊娠中または産後間もな
い。④病気、けが、精神や身体に障害があ
る。などに該当し、かつ同居の親族のその
他の者がその子どもを保育できないと認め
られる場合。 
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問 □ 

学
校
の
建
て
替
え
や
パ

ソ
コ
ン
の
O
S
の
サ
ポ

ー
ト
終
了
な
ど
に
伴
い
、
不

要
と
な
っ
た
機
器
・
設
備
等

は
ど
の
よ
う
に
処
分
さ
れ
る

の
か
。
 

引
き
続
き
使
用

で
き
る
機
器
・

設
備
等
は
、
学
校
・
役
場
・

保
育
園
な
ど
で
有
効
利
用
。

古
い
も
の
や
壊
れ
て
い
る
も

の
は
、
適
正
に
リ
サ
イ
ク
ル

処
分
し
て
い
る
。
パ
ソ
コ
ン

は
、
メ
ー
カ
ー
へ
の
下
取
り
、

サ
ー
バ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機

器
な
ど
は
、
有
価
物
と
し
て

売
却
し
町
の
財
源
に
充
て
た

い
。
 

 

官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

で
の
公
有
財
産
売
却
は

で
き
な
い
か
。
 

役
場
の
備
品
は
、

年
数
が
経
っ
て

い
て
リ
ユ
ー
ス
で
き
る
も
の

と
言
え
な
い
の
で
、
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
に
は
不
向
き
と
考
え

る
。
 

 

最
終
処
分
時
に
は
様
々

な
工
夫
を
行
い
、
最
良

の
判
断
だ
っ
た
と
、
住
民
か

ら
納
得
い
た
だ
け
る
方
法
を

選
択
さ
れ
た
い
。
 

県
内
の
あ
る
市
で
は
、

毎
年
多
数
の
個
人
・
企

業
・
団
体
に
表
彰
状
・
感
謝

状
を
授
与
し
て
い
る
。
受
賞

に
よ
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア

ッ
プ
か
ら
、
さ
ら
な
る
住
民

の
福
祉
の
向
上
や
ま
ち
づ
く

り
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と

思
う
が
。
 町

政
施
行
５０
周

年
を
機
に
町
褒

章
規
程
を
定
め
、
地
方
自
治

を
は
じ
め
、
公
共
福
祉
の
増

進
、
も
し
く
は
文
化
や
ス
ポ

ー
ツ
の
発
展
な
ど
に
功
績
の

あ
っ
た
方
々
に
表
彰
状
や
感

謝
状
を
授
与
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
し
た
。
変
更
に
当

た
っ
て
、
基
準
に
応
じ
て
随

時
、
感
謝
な
ど
の
意
を
表
す

る
機
会
を
つ
く
り
な
が
ら
、

重
複
や
安
易
な
も
の
と
な
ら

な
い
よ
う
、
感
謝
状
や
表
彰

状
の
乱
発
に
対
す
る
懸
念
に

も
配
慮
し
て
い
る
。
 

表
彰
式
典
の
あ
り
よ
う

を
、
改
め
て
一
考
し
て

ほ
し
い
。
式
典
を
機
に
、
志

を
同
じ
く
す
る
仲
間
が
つ
ど

い
、
互
い
に
理
解
し
合
い
、

得
意
な
こ
と
を
共
有
す
る
な

ど
か
ら
、
さ
ら
に
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
が
進
展
し
、
本
町

発
展
の
一
助
と
な
る
こ
と
を

期
待
す
る
。
 

岡 
岡 

岡 

岡 

岡 

総
務
部
長 

総
務
部
長 

総
務
部
長 

岡　孝夫  

再利用されるパソコン 

一
　
般 

質
　
問 

岡

　

孝

夫

 

もっと、表彰状・感謝状を授与しては 
部長 乱発に対する懸念にも配慮している 

不
要
と
な
っ
た
機
器
等
の
処
分
方
法
は
 

部
長 
適
正
に
リ
サ
イ
ク
ル
処
分
し
て
い
る 

【その他の質問】 
　公共施設の駐車場では環境に配慮し、
前向き駐車の推奨を 

おおぐち議会だより　No.199
平成  26年8月1日発行  11



伊藤　浩  

一
　
般 

質
　
問 

伊

藤

　

浩

 

小
1
プ
ロ
ブ
レ
ム
が

発
生
し
な
い
た
め
に

は
、
ど
ん
な
取
り
組
み
が
重

要
か
。
 

基
本
的
生
活

習
慣
の
定
着

と
幼
稚
園
・
保
育
園
と
小
学

校
と
の
連
携
が
重
要
で
あ
る
。
 

 

本
町
で
は
、
小
1
プ

ロ
ブ
レ
ム
が
発
生
し

て
い
な
い
が
、
子
ど
も
た
ち

の
基
本
的
な
生
活
習
慣
の
定

着
の
た
め
、
家
庭
へ
の
働
き

か
け
は
。
 

あ
い
さ
つ
や

自
分
の
も
の

を
大
切
に
す
る
な
ど
、
基
本

的
な
生
活
習
慣
は
家
庭
で
し

っ
か
り
育
て
て
ほ
し
い
。
 

自
分
の
こ
と
は
自

分
で
す
る
こ
と
を

基
本
に
、
子
ど
も
た
ち
の
や

る
気
や
自
信
に
つ
な
が
る
言

葉
が
け
を
し
て
い
る
。
 

　
小
・
中
学
校
同
様
に
、
「
家

庭
子
育
て
１０
か
条
」
の
保
育

園
版
を
作
成
し
、
配
布
す
る
。
 

 

子
ど
も
同
士
の
交
流

活
動
や
教
師
間
交
流

の
中
身
は
。
 

子
ど
も
同
士
で
は
、

1
、
2
年
生
が
作

っ
た
お
も
ち
ゃ
で
一
緒
に
遊

ん
だ
り
、
年
上
の
人
と
の
交

流
を
体
験
し
て
い
る
。
教
師

間
で
は
、
各
小
学
校
で
年
3
、

4
回
連
絡
会
を
開
催
し
、
新

1
年
生
の
情
報
交
換
を
し
て

い
る
。
 

 

ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
意
味
と
登
録
手

続
き
は
。
 

道
路
や
公
園

な
ど
を
子
ど

も
に
見
立
て
、
里
親
と
し
て

清
掃
活
動
を
し
て
い
た
だ
く

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
の
こ
と
。
 

　
登
録
に
は
、
活
動
場
所
を

決
め
、
申
込
書
を
環
境
課
へ

提
出
し
、
活
動
期
間
・
内
容

や
ご
み
の
処
分
方
法
な
ど
を

協
議
す
る
。
 

 

ア
ダ
プ
ト
サ
イ
ン
を

設
置
し
て
い
る
団
体
、

会
社
や
個
人
は
い
く
つ
あ
る

か
。
 

団
体
9
、
会

社
２２
、
個
人

1
の
計
３２
件
。
 

 

里
親
で
あ
る
管
理
団

体
の
活
動
に
温
度
差

が
あ
る
が
。
 

自
主
的
か
つ

主
体
的
な
活

動
な
の
で
、
で
き
る
範
囲
で

お
願
い
し
て
い
る
。
 

 

行
政
は
ど
ん
な
支
援

を
行
っ
て
い
る
の
か
。
 

軍
手
、
火
ば

さ
み
、
竹
ぼ

う
き
な
ど
の
物
品
の
支
給
と

行
事
保
険
へ
の
加
入
を
支
援

し
て
い
る
。
 

伊
藤 

伊
藤 

伊
藤 

伊
藤 

伊
藤 

伊
藤 

伊
藤 

保
育
長 

保
育
長 

学
校
教
育
課
主
幹 

学
校
教
育
課
主
幹 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

発生しないための取り組みは 
主幹 基本的生活習慣の定着が重要 

小1プロブレム 

小1プロブレムとは 
小学校に入学したばかりの小

学1年生が、集団行動がとれな
い、授業中に座っていられない、
先生の話を聞かないなどの状態
が数か月継続し、授業が成立し
ない状態になること。 

美
化
活
動
へ
の
支
援
は
 

部
長 

清
掃
用
具
の
支
給
と
行
事
保
険
へ
の
加
入
 

ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム（
里
親
制
度
） 

アダプトサインが設置してある花壇 
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問 □ 

問 □ 

江幡満世志  

一
　
般 

質
　
問 

江
幡
満
世
志 

基礎定数とは 
小学校の場合、児童数851人
以上、中学校の場合、生徒数
801人以上の学校に養護教諭2
名を配置すること。 

跡
地
を
現
在
、
町
内

民
間
企
業
に
売
却
予

定
だ
が
、
同
企
業
は
何
に
利

用
す
る
の
か
。
 

剪
定
枝
や
草
の

チ
ッ
プ
化
施
設
。
 

 

地
元
で
は
、
騒
音
や

振
動
な
ど
今
ま
で
に

な
い
環
境
の
変
化
に
不
安
を

募
ら
せ
て
い
る
が
、
町
と
企

業
と
で
対
応
策
を
考
え
て
い

る
か
。
 

周
辺
対
策
は
、

地
元
関
係
者
の

皆
さ
ん
と
協
議
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
く
。
 

  

交
通
量
が
増
え
る
た

め
、
地
域
内
で
の
安

全
確
保
な
ど
が
必
要
と
思
う

が
、
そ
の
対
策
は
。
 

車
両
の
通
行
ル

ー
ト
を
企
業
側

と
協
議
し
、
地
元
関
係
者
の

皆
さ
ん
の
理
解
を
得
な
が
ら
、

必
要
に
応
じ
て
道
路
整
備
の

検
討
を
し
て
い
く
。
 

 

公
立
小
・
中
学
校
の

現
場
か
ら
厳
し
い
実

情
を
聞
か
さ
れ
、
人
材
の
必

要
性
を
強
く
感
じ
る
。
特
に
、

養
護
教
諭
は
複
数
必
要
と
思

う
が
。
 

県
教
育
委
員

会
に
お
願
い

し
て
い
る
が
、
標
準
法
に
定

め
ら
れ
て
い
る
基
礎
定
数
を

満
た
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら

厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
 

 

多
種
多
様
な
業
務
を

受
け
持
ち
、
メ
ン
タ

ル
ケ
ア
が
必
要
な
教
師
は
い

る
の
か
。
 

対
象
の
教
師

は
い
る
。
 

 

2
0
2
0
年
ま
で
に

授
業
で
電
子
黒
板
や

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
用
い
た

教
育
を
取
り
入
れ
る
に
は
、

指
導
主
事
一
人
体
制
は
不
十

分
と
思
う
が
。
 学

校
現
場
を

取
り
巻
く
状

況
は
、
社
会
変
化
と
と
も
に

大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
人

員
的
に
十
分
と
は
言
い
難
い

状
況
で
あ
る
。
 

江
幡 
江
幡 

江
幡 

江
幡 

江
幡 

江
幡 

生
涯
教
育
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

建
設
部
長 

建
設
部
長 

建
設
部
長 

【その他の質問】 
　住宅リフォーム助成制度で小規模事業者への支援 

　国民健康保険税を軽減せよ 

養護教諭の複数配置を 
部長 基礎定数を満たしていない 

旧
二
ツ
屋
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
跡
地
利
用
は
 

部
長 
剪
定
枝
や
草
の
チ
ッ
プ
化
施
設 

旧二ツ屋グラウンド 
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問 □ 

柘植　満  

一
　
般 

質
　
問 

柘

植

　

満

 

パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
熱

中
す
る
あ
ま
り
、
健
康
や
生

活
に
支
障
を
き
た
す
ネ
ッ
ト

依
存
の
中
学
生
や
高
校
生
が

全
国
で
５２
万
人
と
推
計
さ
れ

て
い
る
。
 

　
保
護
者
や
教
師
へ
も
啓
発

し
、
子
ど
も
た
ち
に
そ
の
怖

さ
を
認
識
さ
せ
る
こ
と
が
重

要
で
は
。
 

学
校
、
家
庭

や
地
域
な
ど
、

周
り
の
大
人
が
正
し
い
知
識

や
マ
ナ
ー
を
教
え
る
必
要
が

あ
る
。
小
学
校
で
は
、
情
報

を
正
し
く
判
断
し
て
、
活
用

能
力
を
身
に
つ
け
て
い
る
。

中
学
校
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
情
報
の
基
本
的
な
正
し

い
知
識
を
教
え
る
取
り
組
み

を
し
て
い
る
。
 

 

運
動
会
や
体
育
祭
を
、

5
月
、
6
月
に
実
施

す
る
学
校
が
増
え
て
い
る
が
、

本
町
で
の
実
施
の
考
え
は
。
 

集
団
行
動
の

習
得
、
責
任

感
や
連
帯
感
の
育
成
な
ど
を

達
成
す
る
た
め
、
秋
に
開
催

し
て
い
る
。
開
催
時
期
は
、

年
間
の
学
校
経
営
を
考
慮
し
、

各
学
校
で
決
定
し
て
い
る
。
 

 

し
ゃ
が
め
な
い
、
立

て
な
い
と
い
っ
た
ロ

コ
モ
障
が
い
の
子
ど
も
が
増

え
て
い
る
が
、
予
防
対
策
が

必
要
で
は
。
 

児
童
・
生
徒

対
象
の
実
施

し
て
い
る
健
康
診
断
で
、
側

わ
ん
症
の
検
査
を
行
っ
て
い

る
。
学
校
保
健
法
の
改
正
に

よ
り
、
運
動
器
検
診
問
診
票

の
様
式
や
検
診
方
法
、
事
後

措
置
な
ど
の
体
制
を
整
備
し
、

対
応
し
て
い
き
た
い
。
 

 

消
防
団
員
が
全
国
的

に
減
少
し
て
い
る
た

め
、
松
山
市
は
地
域
を
あ
げ

て
団
員
を
応
援
し
よ
う
と
、

登
録
店
舗
で
団
員
証
を
提
示

す
る
と
割
引
や
特
典
が
受
け

ら
れ
る
「
応
援
団
事
業
」
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
本
町
の

見
解
は
。
 

地
域
か
ら
企

画
推
進
す
る

こ
と
が
、
実
現
性
・
継
続
性

や
消
防
団
員
に
対
す
る
思
い

を
伝
え
る
の
に
有
意
義
と
考

え
る
。
 

柘
植 

柘
植 

柘
植 

柘
植 

生
涯
教
育
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

地
域
協
働
部
長 

インターネット依存防止は 
部長 正しい知識やマナーを教える必要がある 

学校教育 

ロコモ障がいとは 
体を動かすのに必要な運動器
に障がいが起こり、立つ、歩く
といった動作が困難になること。 

【その他の質問】 
　リース方式による公共施設への
LED照明の導入について 

皆
で
応
援
。
消
防
団
員
 

部
長 

地
域
力
で
活
性
化
 

松山市の消防団応援シール 
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問 □ 

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
が
想
定
さ
れ
て
い

る
が
、
後
方
支
援
活
動
は
で

き
な
い
か
。
 

東
北
で
の
事

例
や
皆
さ
ん

か
ら
の
提
案
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
後
方
支
援
の
考
え
方

を
勉
強
し
て
い
き
た
い
。
 

 

町
外
被
災
者
の
受
け

入
れ
は
。
 

被
災
を
受
け

ら
れ
た
い
ろ

ん
な
地
域
の
情
報
な
ど
を
得

て
、
後
方
支
援
の
ま
ち
と
し

て
何
が
で
き
、
何
を
す
べ
き

か
と
い
う
こ
と
を
学
び
な
が

ら
、
早
急
に
防
災
計
画
に
盛

り
込
め
る
よ
う
に
努
力
し
て

い
き
た
い
。
 

 

民
間
企
業
の
倉
庫
を

活
用
し
た
支
援
物
資

の
集
積
、
分
配
と
運
送
用
の

車
両
の
確
保
は
。
 

後
方
支
援
の

状
況
は
、
公

共
的
な
施
設
や
グ
ラ
ウ
ン
ド

な
ど
は
自
衛
隊
、
警
察
、
消

防
が
占
有
し
、
使
え
な
い
状

況
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
そ

の
た
め
、
民
間
の
施
設
や
ト

ラ
ッ
ク
の
活
用
も
考
え
て
い

る
。
工
業
ク
ラ
ブ
な
ど
を
通

じ
て
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

協
定
を
結
ん
で
い
き
た
い
。
 

 

国
は
、
２０
年
後
、
高

齢
世
帯
が
4
割
を
超

え
、
一
人
暮
ら
し
は
3
分
の

1
を
上
回
る
と
推
計
。
本
町

で
も
、
１５
歳
か
ら
６４
歳
ま
で

の
生
産
者
人
口
が
5
パ
ー
セ

ン
ト
、
２０
歳
か
ら
３９
歳
ま
で

の
子
ど
も
を
産
む
若
年
女
性

が
１０
パ
ー
セ
ン
ト
減
少
す
る

と
し
て
い
る
。
一
方
、
民
生

費
の
予
算
は
、
２０
年
前
の
倍

に
な
っ
て
い
る
。
２０
年
後
、

大
口
町
は
大
丈
夫
か
。
 

人
口
が
減
少
す

る
と
、
種
々
の

問
題
が
起
こ
る
で
あ
ろ
う
と

認
識
し
て
い
る
。
特
に
、
子

ど
も
を
産
む
若
年
女
性
の
減

少
は
、
出
生
率
低
下
に
よ
る

こ
と
か
ら
、
対
応
を
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

子
ど
も
た
ち
が
こ
の
町
で
数

多
く
生
ま
れ
育
っ
て
い
く
こ

と
を
念
頭
に
置
き
、
出
生
率

上
昇
に
つ
な
が
る
施
策
を
社

会
全
体
で
模
索
が
必
要
で
あ

る
。
 

丹
羽 

丹
羽 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

丹
羽 

丹
羽 

総
務
部
長 

丹羽　勉  

一
　
般 

質
　
問 

丹

羽

　

勉

 

【その他の質問】 
　国道41号の6車線化について 

20年後、大口町は大丈夫か 
部長 出生率上昇につながる施策の模索が必要 

大
規
模
災
害
時
の
後
方
支
援
活
動
は
 

部
長 
民
間
施
設
の
活
用
も
考
え
て
い
る 

岩手県遠野市まごころネットの活動の様子 
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議
員
提
出
議
案 

議
員
提
出
議
案 

請
願
・
陳
情 

請
願
・
陳
情 

3
議
案
を
全
員
賛
成
で
可

決
し
、
国
の
機
関
な
ど
へ

議
会
か
ら
意
見
書
を
送
付

し
ま
し
た
。
 

 ・
憲
法
解
釈
変
更
に
よ
る
集

団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
に

慎
重
な
対
応
を
求
め
る
意
見

書
 

提
出
者
　
吉
田
　
正
 

 ・
地
方
法
人
税
運
用
の
改
善

を
求
め
る
意
見
書
 

提
出
者
　
岡
　
孝
夫
 

 ・
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

構
築
の
た
め
支
援
を
求
め
る

意
見
書
 

提
出
者
　
柘
植
　
満
 

 

4
件
の
議
案
を
す
べ
て
賛

成
少
数
で
否
決
し
ま
し
た
。
 

 ・
「
教
育
委
員
会
改
悪
法
」

に
反
対
す
る
意
見
書
 

提
出
者
　
吉
田
　
正
 

 ・
特
定
秘
密
保
護
法
の
廃
止

を
求
め
る
意
見
書
 

提
出
者
　
吉
田
　
正
 

 ・
消
費
税
増
税
の
中
止
を
求

め
る
意
見
書
 

提
出
者
　
吉
田
　
正
 

 ・
秘
密
交
渉
の
T
P
P
交
渉

か
ら
撤
退
を
検
討
す
る
よ
う

求
め
る
意
見
書
 

提
出
者
　
吉
田
　
正
 

 

【
請
願
】
 

請
願
者
　
全
日
本
年
金
者
組

合
愛
知
県
本
部
 

執
行
委
員
長
　
伊
藤
良
孝
 

大
口
支
部
長
　
田
中
紀
子
 

紹
介
議
員
　
江
幡
満
世
志
 

 
・
さ
ら
な
る
年
金
削
減
の
中

止
を
求
め
る
請
願
書
 

（
賛
成
少
数
で
不
採
択
）
 

 

 【
陳
情
】
 

陳
情
者
　
行
橋
市
議
会
議
員
 

小
坪
慎
也
 

 
・
地
方
自
治
体
に
お
け
る
政

党
機
関
紙
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」

の
勧
誘
・
配
布
・
販
売
に
つ

い
て
実
態
調
査
を
要
請
す
る

決
議
を
求
め
る
陳
情
 

（
聞
き
お
く
）
 

 陳
情
者
　
春
の
自
治
体
キ
ャ

ラ
バ
ン
実
行
委
員
会
 

代
表
　
榑
松
佐
一
 

 
・
憲
法
を
い
か
し
て
働
く
者

の
権
利
を
守
り
、
住
民
生
活

の
向
上
、
核
兵
器
の
な
い
平

和
な
世
界
を
求
め
る
陳
情
書
 

（
聞
き
お
く
）
  

　
平
成
２６
年
4
月
２４
日
の
犬

山
市
議
会
と
の
意
見
交
換
会
、

5
月
１９
日
の
高
山
市
議
会
研

修
会
を
経
て
、
議
員
全
員
参

加
で
「
議
会
基
本
条
例
策
定

特
別
委
員
会
」
を
再
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
特
別
委
員
会

で
討
議
を
重
ね
、
6
月
議
会

の
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、

付
託
議
案
を
テ
ー
マ
に
は
じ

め
て
議
員
だ
け
の
議
案
討
議

を
始
め
ま
し
た
。
 

　
町
執
行
部
の
説
明
、
質
疑

の
後
に
、
し
っ
か
り
と
議
員

間
で
討
議
を
し
、
そ
の
後
に

討
論
、
採
決
を
行
う
よ
う
に

し
ま
し
た
。
 

　
今
後
も
、
議
案
や
町
民
の

ニ
ー
ズ
な
ど
を
議
員
間
討
議

で
問
題
点
を
整
理
し
、
絞
り

込
ん
で
、
議
員
相
互
の
理
解

を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
 

（
委
員
長
　
吉
田
　
正
）
 

6
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
請
願
1
件
と
陳
情
2
件
は
、

所
管
の
常
任
委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。
 

議
員
間
討
議
を
は
じ
め
ま
し
た
 

〈
議
会
基
本
条
例
策
定
特
別
委
員
会
〉 

犬山市議会との意見交換会の様子 
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工
事
請
負
契
約
を
議
決
 

中央公民館等耐震補強改修 
■工事概要 

建築工事：耐震改修及び内部改修、防災倉

庫新設工事など 

電気設備工事：受変電設備、自家発電設備、

照明LED化など 

機械設備工事：給排水衛生設備、空調換気

設備、耐震貯水槽新設工事など 

■契約金額 

　6億4400万4000円（税込み） 

■契約の相手方 

　日本建設株式会社　名古屋支店 

財
産
の
取
得
を
議
決
 

小中学校パソコン等機器 
■機器内容 

教員用パソコン：190機 

児童・生徒用パソコン：335機 

タブレット端末：20台 

サーバ機器：12機 

ネットワーク機器：189機 

プリンターなど：60台 

■契約金額 

　1億6308万円（税込み） 

■契約の相手方 

富士電機ITソリューション株式会社 

中部事業本部 

大口中学校非構造部材耐震改修 
■工事概要 

体育館アリーナ：天井耐震化工事、天井内

空調ダクト落下防止工事、スピーカー落下

防止工事など 

ランチルーム：天井耐震化工事、天井内空

調ダクト落下防止工事、ランマガラス飛散

防止フィルム貼工事など 

■契約金額 

　9050万4000円（税込み） 

■契約の相手方 

　松岡建設株式会社　大口営業所 

　2人の新メンバーを迎え、今後もより分かりやす
い紙面づくりに取り組んでいきます。 

私たちが議会広報を編集します 

平
成
２５
年
度
政
務
活
動
費
の
使
い
道 

　
政
務
活
動
費
と
は
、
議
員
が
通
常
の
議
員
活
動
と
は
別
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
会
派
ま
た
は
個
人
が
、
議
員
と
し
て
の
知
識
向
上
や
見

聞
を
広
め
た
り
、
資
質
向
上
を
図
る
た
め
に
交
付
さ
れ
る
調
査
研

究
費
で
す
。
 

　
活
動
費
は
、
年
間
1
人
6
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
研
究
研
修
費
、

調
査
旅
費
、
資
料
費
、
広
報
費
、
事
務
費
な
ど
に
限
定
さ
れ
、
収

支
報
告
書
に
は
す
べ
て
の
証
拠
書
類
な
ど
の
写
し
を
添
え
て
報
告

し
、
残
金
は
町
に
返
金
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
主
な
使
途
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
 

○
大
政
ク
ラ
ブ
（
9
人
）
 

調
査
費
　
9
万
3
6
9
0
円
 

視
察
先
　
中
部
電
力
浜
岡
原
子

力
発
電
所
 

目
　
的
　
各
号
機
ご
と
の
稼
働

時
最
大
能
力
等
と
新

規
制
基
準
へ
の
対
応

状
況
 

総
　
額
　
9
万
3
6
9
0
円
 

○
研
政
会
（
1
人
）
 

調
査
費
　
1
万
4
1
0
円
 

視
察
先
　
中
部
電
力
浜
岡
原
子

力
発
電
所
 

目
　
的
　
各
号
機
ご
と
の
稼
働

時
最
大
能
力
等
と
新

規
制
基
準
へ
の
対
応

状
況
 

資
料
費
　
2
万
3
4
2
0
円
 

総
　
額
　
3
万
3
8
3
0
円
 

○
誠
真
ク
ラ
ブ
（
2
人
）
 

実
績
な
し
 

○
公
明
党
（
1
人
）
 

調
査
費
　
3
万
9
7
4
0
円
 

視
察
先
　
長
野
県
小
布
施
町
 

埼
玉
県
坂
戸
市
 

目
　
的
　
ま
ち
と
し
ょ
テ
ラ
ソ
、
 

お
い
で
お
い
で
健
康

づ
く
り
 

研
修
費
　
5
0
0
0
円
 

資
料
費
　
1
万
5
2
6
0
円
 

総
　
額
　
6
万
円
 

○
日
本
共
産
党
（
2
人
）
 

資
料
費
　
3
万
3
2
0
円
 

広
報
費
　
4
万
7
0
0
0
円
 

事
務
費
　
3
0
8
0
円
 

総
　
額
　
8
万
4
0
0
円
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6 月
定
例
会
 N
o.1
9
9

平
成
2
6
年
8
月
1
日
 

まちの 
元気者 
まちの 
元気者 

手続きは簡単です！ 
役場3階で住所と名前を書くだけ 

みなさん議会傍聴に

来てください
みなさん議会傍聴に

来てください
みなさん議会傍聴に

来てください
9月定例会予定 

議

長

 
 

委
員
長 

副
委
員
長 

委

員

 倉

知

敏

美

 
 

丹

羽

　

孝

 

伊

藤

　

浩

 

吉

田

　

正

 

前

田

新

生

 

岡

　

孝

夫

 

齊

木

一

三

 

発
行
責
任
者 

 

議
会
広
報
常
任
委
員
会 

 

会議録が閲覧できます 
http://www.town.oguchi.aichi.jp

/gikai/kaigiroku.html

9月 3日（水） 提案説明 
9月 9日（火） 質疑 
9月10日（水） 質疑・委員会付託 
9月16日（火） 総務建設常任委員会 
9月17日（水） 文教福祉常任委員会 
9月24日（水） 一般質問 
9月25日（木） 一般質問 
9月26日（金） 一般質問 
9月29日（月） 討論・採決 

表紙の写真 
■表紙■ 
指揮者の号令で、二重巻き
ホースを延長して、火点に放
水。日頃の訓練成果を披露
しました。 
=6月8日開催 
第28回大口町消防団小型
ポンプ操法大会 
町民会館第1駐車場で 

議
員
は
お
祭
り
の
と
き
な
ど
に

議
員
は
お
祭
り
の
と
き
な
ど
に

お
金
を
寄
付
し
た
り
、
お
酒
な
ど
を

お
金
を
寄
付
し
た
り
、
お
酒
な
ど
を

届
け
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

届
け
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

有
権
者
が
求
め
て
も
い
け
ま
せ
ん
。

有
権
者
が
求
め
て
も
い
け
ま
せ
ん
。 

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。 

議
員
は
お
祭
り
の
と
き
な
ど
に

お
金
を
寄
付
し
た
り
、
お
酒
な
ど
を

届
け
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

有
権
者
が
求
め
て
も
い
け
ま
せ
ん
。 

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。 

寄
付
行
為
の
禁
止

寄
付
行
為
の
禁
止 

 

寄
付
行
為
の
禁
止 

 

発
行
／
大
口
町
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
常
任
委
員
会
 

議
会
だ
よ
り
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
 

〒
４８０
-０１４４

 愛
知
県
丹
羽
郡
大
口
町
下
小
口
七
丁
目
１５５
番
地
 

　
　
　
　
　
　
T
EL（
0587）95

-1111　
 FA
X
 95
-1454

議
会
だ
よ
り
 

丹羽消防署の訓練に励む若手消防士を紹介します。 
「助けてくれ」という現場で、消防士は「できません」と言え
ません。困難な現場に立ち向かうことができるように、日々
厳しい訓練が、若手消防士の体と精神を鍛えるのです。 

取材を終えて 
　したたり落ちる汗は美しく、気合の入る掛
け声や指導者のいたわりの声は、頼もしく思
いました。　　　　　　　　　　　（吉田　正） 

♪　なぜ消防士に？ 
　幼いころからの夢、中学生の時の職場体験
がきっかけなど、消防士にあこがれてなった
人ばかりです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　若手の消防士は、7月30日に開催される第
43回消防技術東海地区指導会への出場を目指
し、毎日午前中や非番の日の練習を欠かしま
せん。 
　何度も同じ訓練を繰り返し、1秒でもタイ
ムを縮める努力を続けています。 

引揚救助訓練 

ロープブリッジ救出 
指 導 者 安達武司さん 
1 番 員 永井慎也さん 
2 番 員 江口奨悟さん 
3 番 員 伊藤直人さん 
要救助者 玉森　徹さん 

引揚救助 
指 導 者 宮田靖大さん 
1 番 員 江口尊将さん 
2 番 員 植木健太さん 
3 番 員 廣瀬寛司さん 
4 番 員 高田　純さん 
要救助者 村瀬友哉さん 

ロープブリッジ救出は、東海大会で好成績を収めれば、
全国大会への出場もあります。 
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